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               審   査   の   要   旨 
 微細藻類から産物回収の効率向上ため、著者は培地中のリン酸欠乏条件により誘導される細胞の自己溶菌シ
ステムを開発した。産物の回収を容易にするため、細胞を濃縮したのち溶菌を誘導する方法についても本論文
に述べられている。また著者は、研究の過程でこの溶菌系遺伝子を導入した株が野生株に比べて有意に肥大し、
細胞密度・沈降速度が増加していることも見出し、これらの性質を利用する事で細胞の回収・破砕のエネルギ
ー投資を低減した培養方法について提案している。これらの成果は、将来の微細藻類を用いた物質生産に有益
な知見を提供し、当該分野の発展に大きく貢献したと評価できる。 
 平成３０年１１月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
